
い
か
わ
ね
新
聞 
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０
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【
会
員
】
静
岡
森
林
管
理
署
、 

天
竜
森
林
管
理
署
、 

静
岡
県
、 

静
岡
市
、 

川
根
本
町
、 (

株)

特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
、 

中
部
電
力(

株)

静
岡
水
力
セ
ン
タ
ー
、 

し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン(

株)

、 

大
井
川
鐵
道(

株)

、
千
代
田
タ
ク
シ
ー(

株)
、

川
根
本
町
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
、 

井
川
山
岳
会
、
自
然
公
園
指
導
員 

　

【
協
力
】
井
川
観
光
協
会
、 

川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
、 

南
ア
ル
プ
ス
・
井
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、 

一
般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね

【
会
の
紹
介
】
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会
は
、
南
ア
ル
プ
ス
周
辺

地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
と
文
化
の
継
承
を
図
り
、
そ
の
持
続
可
能
な
利
活
用
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
協
議
会
で
す
。※

こ
の
新
聞
で
は
、
川
根
本
町
の
情
報
を
「
か
わ
ね
」
と
表
記
し

て
い
ま
す
。

ここ

知ってる？

井川ダムのすぐそばにある井川展示館。館内にはダムの

役割や自然と電気の関係を学べる展示だけでなく、

割田原遺跡の土器等も展示されています。井川ダムメモリアル

コーナーでは、ダム建設当時の貴重な映像を見ることが

でき、昭和の井川へとタイムスリップしてしまいそう…。

井川ダムカードもここでゲット！展望台からダムと山々

を眺めるのんびりした時間の過ごし方もおすすめです。

【お問合せ先】
中部電力㈱静岡水力センター　0547-59-3120

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

いかわ かわね

井川展示館

長島ダムや大井川流域について紹介する施設です。また、

エコパークの情報発信拠点として周辺の観光情報も収集

できます。館内からは、長島ダムの勇壮な姿と、急勾配の

坂を登る井川線アプト式列車の様子を見ることができます。

「令和２年６月に、長島ダムの建設を記録した90冊もの写真

アルバムを町内の方から寄贈いただきました。他では見ることが

できない貴重な資料です。ぜひ当館に遊びに来てください。」

（ふれあい館スタッフ一同）

【お問合せ先】
長島ダムふれあい館　0547-59-1100（木曜定休）

長島ダムふれあい館

わんだばら

井川自然の家に待望の

家族・グループ部屋完成!!

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
井
川
自
然
の

家
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
た
い
方
な
ら
ど
な

た
で
も
宿
泊
で
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
、

施
設
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

最
大
５
名
様
ま
で
ご
利
用

可
能
な
和
室
４
部
屋
を
新

た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ど
の
部
屋
も
バ
ス
、ト
イ
レ
、

ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、電
子
レ
ン
ジ
、

冷
蔵
庫
を
備
え
、
ご
家
族

や
お
友
達
同
士
な
ど
の
滞
在

に
最
適
な
お
部
屋
で
す
。

ま
た
、テ
ラ
ス
が
あ
り
、
標
高

1
0
0
0
ｍ
の
爽
や
か
な

空
気
を
満
喫
し
な
が
ら
、

お
気
軽
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
め
ま
す
。
緑
の
木
立
に

囲
ま
れ
た
井
川
自
然
の
家

で
、
森
林
浴
を
た
っ
ぷ
り

味

わ
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

井
川
の
昆
虫
た
ち

　
　

学
校
へ
の
小
さ
な
訪
問
者

　

私
は
、
趣
味
で
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
の
採
集
を
四
十
年

以

上

続

け
て
い
ま

す
。

井
川
小
中
学
校
の
周
り
は

広
葉
樹
が
少
な
く
、ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ

な
ど
の
針
葉
樹
に
囲
ま
れ

て
い
て
、学
校
の
白
い
壁
に
は
、

毎
日
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

昆
虫
が
訪
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
学
校
の
壁
で

観
察
で
き
た
の
は
、
約
三
十

種
類
で
す
。
こ
の
中
に
は
、

日
本
一
長
い
ヒ
ゲ
を
も
つ

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ
や
、

と
う
て
い
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

と
は
思
え
な
い
ハ
イ
イ
ロ
ハ
ナ

カ
ミ
キ
リ
、
な
か
な
か
見

つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

ヨ
ツ
ボ
シ
シ
ロ
オ
ビ
ゴ
マ
フ

カ
ミ
キ
リ
も
い
ま
す
。ま
た
、

本
年
度
は
、
ア
カ
マ
ツ
の

倒
木
に
集
ま
る
カ
ラ
フ
ト

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ

も

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

気
ま
ぐ
れ
な
小
さ
な
訪

問
者
が
数
多
く
見
ら
れ

る
の
も
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、
ま
さ
に
井
川
の

宝
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
も
井
川
を
訪
れ

た
際
に
は
是
非
、
小
さ
な

昆
虫
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

カラフトヒゲナガカミキリ

ハイイロハナカミキリ

ヨツボシシロオビゴマフカミキリ

教えてくれたのは、

井川小中学校の

仁藤展輝校長先生です

～
～

　

令
和
２
年
６
月
27
日(

土)

、 

井
川
湖
に
新
し
い
渡
船
が

進
水
し
ま
し
た
。
新
渡
船
の
名
前
は
『
令
和
聖
』
。
船
名
は
井
川

地
域
で
公
募
し
、
全
34
候
補
名
か
ら
「
新
し
い
時
代
の
到
来
」

「
後
々
そ
の
時
代
風
景
を
喚
起
さ
せ
る
名
称
」「
井
川
の
誇
る

聖
岳
の
名
を
つ
け
た
い
」
と
の
理
由
か
ら
こ
の
名
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
渡
船
の
更
新
は
22
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
今
回
は
２
隻

あ
る
渡
船
の
う
ち
『
第
二
聖
丸
』
を
更
新
し
ま
し
た
。
定
員

は
12
人
か
ら
20
人
へ
拡
大
、
船
室
・
テ
ー
ブ
ル
も
設
置
さ
れ
て

「
船
内
で
一
杯
飲
め
た
ら
楽
し
そ
う
」
と
い
う
声
も
。（
現
在

は
縮
小
営
業
中
の
た
め
定
員
10
人
・
予
約
制
）

　

進
水
当
日
は
地
域
の
方
々
が
見
守
る
中
、
井
川
ダ
ム
に

令
和
聖
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し
、
作
業
が
ス
タ
ー
ト
。

ク
レ
ー
ン
で
船
が
吊
ら
れ
湖
上
に
降
ろ
さ
れ
る
際
に
は
、
皆
が

珍
し
い
作
業
に
見
入
っ
た
り
、
カ
メ
ラ
を
構
え
た
り
し
て

い
ま
し
た
。『
令
和
聖
』
は
湖
上
へ
ゆ
っ
く
り
と
降
ろ
さ
れ
る
と

井
川
本
村
の
渡
船
場
へ
移
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
川
湖
渡
船
の
歴
史
は
長
く
、
昭
和
33
年
の
ダ
ム
建
設

に
よ
り
対
岸
へ
の
交
通
手
段
を
失
っ
た
住
民
の
利
便
を

図
る
た
め
運
航
を
開
始
。
現
在
は
対
岸
交
通
に
加
え
、
井
川

地
区
へ
の
観
光
客
を
誘
う
遊
覧
運
航
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
令
和
聖
』
に
は
船
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
後
は
寒
さ
の
厳
し
い
冬
季
も
含
め
四
季
折
々
の
新
し
い

企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。『
令
和
聖
』の
乗
船
予
約
・

お
問
い
合
わ
せ
は
静
岡
市
役
所
井
川
支
所
（
電
話
０
５
４
‐

２
６
０
‐

２
２
１
１
）へ
。

No.14No.14

ユネスコエコパークに登録された、

静 岡 市 井 川と川 根 本 町

魅力を伝える、地域でつくる新聞

の

井
川
湖
に
降
り
立
つ

『
令
和
聖
』

れ
い
わ
ひ
じ
り

新渡船『令和聖』

令和聖がクレーンにつるされ、湖面に降り立とうとする瞬間落ち着いた雰囲気の船内の様子


